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平成２８年度 校内研修報告書
学校名 藤岡市立小野中学校

住 所 藤岡市立石４０７番地

校長名 長谷川 弘幸

Ⅰ 研修主題

学びをもとに協働しながら、高め合い、目的を達成しようとする生徒の育成

－９年間のつながりを生かす授業スタンダードを意識した授業改善を通して－

Ⅱ 研究の概要

１ 主題設定の理由

小野小・中学校は、平成 26年度より群馬県から「小中連携実践推進校」、西部教育事務所から「小
中連携推進事業」のそれぞれの指定を受け、藤岡市内、群馬県内の小中一貫校の先駆けとしての役

割を担い、目指す学校像として「９年間の学びを大切にする学校」を掲げ、「夢に向かってかがや

く子の育成」に努めている。連携型小中一貫校としての初年度は、「目指す児童生徒像」を共有す

ることから着手し、「夢に向かってかがやく子の育成」に向け、小中学校教員の交流による指導力

の向上や乗り入れ授業、９年間のつながりを意識した指導による学力向上に取り組んだ。特に、理

科においては、小・中学校９年間の系統や指導のポイントを明確にし授業スタンダードの共通実

践を目指して、小・中学校の教員がチームを組んで先行研修を行い成果を上げた。

昨年度は、「学びをもとに協働しながら、高め合い、目的を達成しようとする生徒の育成－９年

間のつながりを生かす授業スタンダードを意識した授業改善を通して－」という研修主題を設定

し、各教科における目指す児童生徒像をより具体的にした上で授業実践を行った。そして、より

系統を生かした指導ができるように、９年間のつながりを意識した「系統一覧表」や「指導の系統」

の作成と、全ての授業において意識して取り組む授業の型である「授業スタンダード」を確立した。

本年度は昨年度までの取組を踏まえ、「系統一覧表」や「指導の系統」を活用するとともに、「授

業スタンダード」を意識した授業実践を積極的に行い、更なる授業改善を図ることで、主体的に学

習に取り組み、目的を達成すべく仲間と協働する中で思考力を伸ばす児童生徒を育てたいと考え、

本主題を設定した。

２ 研究のねらい

９年間のつながりを意識した「系統一覧表」や「指導の系統」を活用するとともに、「授業スタ

ンダード」を意識した授業実践や授業改善を行うことを通して、学びをもとに協働しながら、高め

合い、目的を達成しようとする生徒を育てる。

３ 研究の内容と方法

（１）研究内容

○９年間のつながりを生かした授業づくり

・教科ごとに作成した「系統一覧表」等を活用し、その授業が小学校も含む過去のどの単元と

つながっているか、また、これら先のどの単元とどのようにつながっているかを意識して授

業づくりを行う。さらに、生徒の実態を踏まえた課題を明確にし、重点的に指導する単元等
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を「系統一覧表」の中に位置付けるなどして、次年度以降の実践に生かしていく。

・「指導の系統」の中に、単元ごとに重点とする言語活動を位置付け、つながりのある指導に

より、思考力等の育成を図る。

○授業スタンダードを意識した授業展開

・各教科の特性を考慮した、「授業スタンダード」の日常的な実践を進めるとともに、特に「振

り返り」により完結する授業の実践を重点として取り組む。

・各教科の特性を生かした言語活動の充実を図る。（場の設定、課題･発問及び支援･評価の工

夫等）

（２）研究方法

○小中合同教科部会において、指導案や系統一覧表等の検討を行い、９年間のつながりを生かし

た授業づくりを行う。

○小・中学校それぞれ授業公開を行い、９年間のつながりや「授業スタンダード」の視点から授

業実践・検証を行う。

○「９年間のつながりを生かす授業づくりアイデア集」を作成することで、小・中学校における

実践内容の進化・共有化を図る。

４ 研究の経過

4/ 3 本校の取組についての共通理解、教科部会における指導の重点の確認 等

4/26 昨年度までの実践と今後に向けて

5/23 合同研修① 目指す授業像の共通理解 教科部会

6/ 6 授業スタンダードの共通理解 モデル授業実施

・１年 理科「葉のつくりとはたらき」櫻井大起教諭

・２年 国語「ごんぎつね」有門克敏教諭

・３年 数学「素因数分解」清水克也教諭

6/27 小野小計画訪問 教科部会ごとに授業参観

8/19 合同研修② 講義 「つながりを生かす授業づくり」 （市教委 野中友華指導主事）

教科部会 小野中学校計画訪問に向けた授業構想シート検討

9/28 小野中計画訪問 教科部会ごとに授業参観

10/ 6 合同研修③ 小野小学校公開授業に向けた指導案検討

10/20 合同研修④ 小野中学校授業公開 授業検討会

・２年 国語「随筆の味わい―枕草子・徒然草―」有門 克敏教諭

・１年 数学「方程式」 深井寿和教諭

・２年 社会「明治維新」落合清貴教諭

・１年 理科「物質のすがた」櫻井大起教諭

・２年 英語「“A Work Experience Program”」山田章恵教諭
11/ 7 合同研修⑤ 小野小学校公開授業に向けた指導案検討 秋田公開授業視察の報告

11/14 合同研修⑥ 小野小学校授業公開 授業検討会

1/23 年間指導計画 系統一覧表の朱入れ 授業づくりアイデア集の仕上げ

2/ 8 合同研修⑦ １年のまとめ 教科部会 指導の振り返り 次年度の課題検討

2/20 ＣＲＴ分析 次年度の授業づくり検討

3/24 市内１６小中学校に「９年間のつながりを生かす授業づくりアイデア集」配布
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５ 主な実践

○９年間のつながりを生かした授業づくり

・平成２８年１０月２０日（水曜日） 国語 指導者 有門 克俊

題材名 「随筆の味わい―枕草子・徒然草―」

「あはれ」と「をかし」の言葉の違いに着目して、対象によって細やかに使い分けているこ

とを理解させ、筆者の繊細な感覚を読み取らせた。小学校では古語の読み方に重きを置いた学

習であったが、中学校では「あわれ」と「おかし」の言葉の違いを考えることにより、深い読

み取りを行えるようにした。

・平成２８年１０月２０日（水曜日） 英語 指導者 山田 章恵

題材名 「“A Work Experience Program”」
職場体験学習で経験したことや考えたこと、将来の夢について、英語でインタビューし合う

活動を行った。将来就きたい職業について、小学校では"I want to be～."を使って伝え合いを
したが、中学校ではさらに、その理由や、夢の実現に向けてしなければならないことを付け加

えることができた。

○「９年間のつながりを生かす授業づくりアイデア集」の作成

授業スタンダードを踏まえた、「９年間のつながりを生かす授

業づくりアイデア集」を作成した。小野小・中学校の教科部会を

中心に意見交換を重ね、日々のちょっとした工夫で実践できる「学

びのつながりを生かす授業アイデア」を提案することができた。

市内の１６小中学校にも配布し、実践内容の共有化を図っていき

たい。

Ⅲ 研究実践の成果と課題

○指導案・系統一覧表等の作成に際し、小中の教員が話し合い、学びのつながりを意識した授業づ

くりを協働で進めたことにより、教師の教材研究が深まった。また、モデル授業や公開授業を行

い授業検討をすることで、より質の高い「学びのつながりを生かす授業」のあり方を考えるとと

もに、生徒自身が以前よりも学びのつながりを意識できるようになった。

○全教職員が、４つのステップからなる「授業スタンダード」を意識した授業実践を日常的に行う

ことで、授業の質が向上するとともに、本時のめあてや話合いの充実に対する生徒の意識を向上

させることが出来た。

○「９年間のつながりを生かす授業づくりアイデア集」を作成し、市内の１６小中学校に実践内容

の成果を発信することができた。

○今後はより主体的、対話的な協働学習を目指し、授業スタンダードのステップ２「課題をじっく

り」の学習活動を充実させることで、思考力・表現力・判断力の育成を図っていく。

○「系統一覧表」や「指導の系統」が、より活用しやすいものになるように検討作業を行い、加筆

・修正を加えていく。

○来年度以降も「９年間のつながりを生かす授業スタンダードを意識した授業」を、全教職員が行

えるように、モデル授業を行うなど共有化を図っていく。
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Ⅳ ＣＲＴ学力テストの結果分析及び次年度の学力向上対策の方向性

１学年 成果 課題 来年度の授業づくりに向けて

国語

　・文章を書くことに対する抵抗が減り、構成を
考えることができるようになった。
・文章の構成や展開をもとに、筆者の主張や
読み取る力がついてきた。

・三段構成などの決まった形式で文章を書く
ことはできるが、自分なりの工夫を主体的に
行うことはあまりできない。物語文を読み取る
上で、登場人物の心情や様子を叙述から読
み取ることに苦手意識を持っている。

・ペアやグループでの交流活動をし、互いの
考えや思いを高め合えるような授業を目指し
ていきたい。また、生徒が目的意識と達成感
を感じられる授業づくりをしていきたい。

数学

・全国平均正答率を１１ポイント上回った。(基
礎は１１．２、応用９．６ポイント)
・問題の内容別に見ると「一次方程式」が１３．
６ポイント、「平面図形」が１３．３ポイント上回っ
た。

・「比例の関係になるものを、いろいろな事象
の中から選ぶことができる」が全国平均を６ポ
イント下回っている。
・「与えられた文章題に対して適切な方程式
を立式する」問題の無解答が見られた。

・計算コンテストなどをきっかけとして継続して
計算力をつけさせていきたい。
・「一次関数」の指導の際に、学び合い活動
を通して根拠を説明させるなどの指導によ
り、理解を深めさせる。

理科

・全国の正答率と比較し、「基礎」で+12.3、「活
用で」+13.4上回ることができた。
・観点別では、「関心・意欲・態度」+14.7、「思
考・表現」+11.6、「観察・実験の技能」14.2、
「知識・理解」+11.5ポイントと好成績であった。

・考察をより充実させるために、実験の精度
（条件をできるだけ同じにする）を高め、数値
をきちんと記録させてから考察させる。
・水素と酸素などの気体の違いを演示実験な
ど全体で振り返る場面をつくる。

・自分の考えをまとめる際、根拠となる既習事
項や生活体験を想起させていく。
・振り返りでは、難易度別の練習問題を用意
し、知識の定着を図っていく。
・体験コーナーを設け、理科の面白さを伝え
る。

社会

・全国平均と比較し、教科全体では約５ポイン
ト、「基礎」、「活用」共に約１２ポイント上回っ
た。
・観点別でも各観点とも約１０ポイント以上上
回り、自分の考えを表現させる活動や単元テ
ストを実施してきた成果の表れと言える。

・領域別で見ると地理分野の「世界の地域構
成」のプラスポイントがやや低めである。
・小問題で見ると「平安京」を地図上の位置と
関連付けて理解する問題、「古代の文化」を
文化財と関連付けて理解する問題の正答率
が低くなっている。

・複数の社会的事象や資料を比較・関連さ
せ、自分のことばで表現する活動を積極的に
取り入れていく。
・歴史分野の授業でも地図帳を活用するなど
し、横断的に力を伸ばす意識を高めていく。

英語

・英語を注意深く聞く力を養ったことで、「リス
ニング」では目標値よりも４．７ｐｔ高く正答して
いた。
・授業内での定期的な単語テストを行い、年
間を通して生徒たちは単語の正確な書き取り
練習を行っているため、「語彙の知識・理解」
で目標値を９．５pt上回った。

・「単語の並べかえによる英作文」や「場面に
応じて書く英作文」では、目標値より高く正答
していたものの、それぞれ６２．５ｐｔ、５２．６pt
と正答率が低かった。今後の授業では、知っ
ている知識を結び合わせて英語での表現力
が高められるように、ワークシート等を工夫し
ていきたい。

・「楽しく学べる」授業の要素はそのままに、
単元、学期、年度の最後を見据えて、生徒た
ちが英語を使って意思疎通ができるようにし
たい。
・２年次では自己表現活動としてものや人を
紹介するまとまりのある文章を書く練習を行
う。

学
年
の
ま
と
め

・各教科とも全国平均と比較し１０ポイント程度
上回っており、グループでの話し合い活動や
朝学習での成果が表れている。

・国語の物語の登場人物の心情の読み取り
がやや苦手な様子が見られた。英語では英
作文の表現に課題がみられる。

・ペアやグループでの交流活動を通して、お
互いの考えや思いを高め合えるような授業を
行うようにする。また、ノート指導などを充実さ
せ、書いて表現することの指導の徹底をはか
る。読書活動を積極的に行うようにさせる。

２学年 成果 課題 来年度の授業づくりに向けて

国語

・構成を考えて説明的な文章を書くことができ
るようになった。
・説明的文章を読み取る上で、要旨を把握し
て、文章全体の構成を考える力がついてき
た。

・　一文一義が守れずに文章が長くなってし
まうことがある。、主述のねじれをなくしていく
意識が大切になってくる。
・要旨と付属的な内容、事実と例示、筆者の
考えなどを文末表現から見分けることなどが
もう一歩である。

　①「対象である文章や映像に触れ」②「疑
問や課題を見つけることができ」③「その課題
を解決する手段を話し合い」④「調べたことを
取捨選択して、必要な内容を文章にまとめ」
⑤「目的に合わせた文章や音声等で発進で
きる」といった授業実践を展開していきたい。

数学

・観点別にみると「数量や図形の知識、理解」
は全国平均と同じであった。
・問題の内容では｢式の計算」が全国を2.3ポ
イント、｢図形の性質」が全国を2.6ポイント上
回った。
・特に「合同な図形についての理解」は全国を
5.6ポイント上回った。

・観点別にみると｢数学的な見方・考え方」、｢
関心・意欲」が全国平均を3ポイント近く下
回った。
・問題の内容では、｢証明｣が全国平均を6.6
ポイント下回った。特に「問題文から2元1次
方程式を作る問題」で全国を10ポイント、「証
明」では全国を17.8ポイント下回った。

・全体的に数学に対する能力は低く、自ら地
道に努力して定着させる姿勢にやや欠ける
面が見られる。豆テストや単元テストを強化し
て、定着させる習慣を身に付けさせること。
・じっくり考えて答えを求める問題を意図的に
扱い、慎重に推敲する姿勢を高める。

理科

・全国の正答率と比較し、「基礎」で6.1ポイン
ト、「活用」　で2.9ポイント、「教科全体」では
5.4ポイント上回ることができた。領域別では、
「生命」は+14.1と好成績であったが、「粒子」
は-0.8、「エネルギー」は-1.9と振るわなかっ
た。

・割合、小数、分数の計算を丁寧に教えてき
たが、定着が不十分であった。
・「実験・観察の技能」では、ガスバーナーの
使い方を理解できていなかった。

・『コンピュータを使った四択クイズ』、知識・
理解の一層の定着を図っていくとともに、全
国の入試問題を補充していく。
・記述問題ができるようにし、活用力をさらに
向上させる。

社会

・全国平均と比較して、教科全体では３．５ポ
イント、「活用」では８．８ポイント上回った。
・観点別では「社会的な思考・判断・表現」で、
全国平均を１３．７ポイント上回った。話し合い
活動や、自分の言葉でまとめる活動を継続的
に行っている成果と考える。

・「日本の諸地域」が全国平均を０．４ポイント
下回った。
・「日本の気候区分についての理解をもと
に、雨温図」を読み取る問題」や「株仲間」に
ついて理解する問題など、知識・理解に関わ
る問題の正答率がやや低くなっている。

・話し合い活動や自分の言葉でまとめる学習
活動を継続的に行い、社会的な思考・判断・
表現力の向上を図る。
・授業の始めに復習タイムを設定するなど
し、基礎的な知識の定着を図っていく。

英語

・即興的な対話練習を継続して行ったことによ
り，要点を聞き取ったり，適切に応答したりす
る力が身に付いた。
・基本文を習熟させた後，まとまった量の文章
で自己表現する英作文力が身に付いた。

・基本文の疑問文や否定文，重要語句の繰
り返しの練習の不足から，文のしくみや語句
の正しいつづりの定着が不十分になっている
ところがある。

・即興的な対話練習を継続し，さらにコミュニ
ケーション力を付けさせたい。
・まとまった量の文章を書く機会を継続し，さ
らに語数を増やしたり内容を深めさせたりし
て，自己表現力を高めさせたい。

学
年
の
ま
と
め

・各教科とも全国平均と比較して、大きなポイ
ント差は目立たないものの、細かい数値の読
み違い、文章読解における勘違いなど、注意
力不足が露呈されている。グループでの話し
合い活動やプレゼンテーションなどは、日常
の成果が表れている。

・｢証明｣が全国平均を6.6ポイント下回ったこ
とから、論理的な思考を組み立てていくこと
が、苦手である。つまり、文章に触れていな
いことが明白である。先が予測できなかった
り、筋道だてて考えを奨めたりすることが苦手
である。文章題や応用が苦手ということが推
察される。

・基礎基本を徹底した上で、ドリル形式の問
題を解かせる。また、ペアやグループでの交
流活動を通して、お互いの考えを深め広げ
たい。また、読書活動や新聞の切抜きによる
全文書き取りを積極的に行うようにさせ、一
般常識や社会的な見識を広げさせたい。



９年間のつながりを生かす

授業づくりアイデア集

ステップ１．めあてをはっきり
■ 「ここでの学び」のねらいの明確化
例： これまで ここでは これから

■ 「これまでの学び」の振り返り

例： 子どもが説明する 下学年の教科書やノートを見る 下学年の教材や実験などを見る

■ 「これまでの学び」 をもとにした問いの設定

例：

■ 子どもの実態に即しためあてづくり

ステップ２．課題をじっくり
■ 活用できる「これまでの学び」の準備

例：

■ 「これまでの学び」を活用した問題解決
例：

■ 発達段階に応じた話し合い活動

藤岡小野小中版

小６年・社会
明治政府による富国強兵の国
づくり

中２年・社会(歴史)
明治政府による改革が人々に
与えた影響

中２･３年・社会(歴史･公民)
法律や政策についての公正な評価

過去の学習課題との相違
点を明らかにする

既習内容や生活経験との
矛盾やズレを感じさせる

既習内容を掘り下げ、疑問
を持たせる

前時までのノートやワークシート

既習内容のポイントを示した掲示物

これまでの学びをまとめた冊子・カード

問題解決のために必要な既習
内容を示したヒントカード

レディネステストの分析小中の指導要領・教科書の分析
子どもの実態に

即しためあて

指導の系統を活かした
プリント

中１年・数学
小学校で学んだ比例のグラフを、変数を負の数
にひろげて考える

中１年・理科
小学校で学んだ根・茎、葉に水の通り道があ
ることを基に、維管束について観察・考察する

低学年
教師と一緒に
話合い活動を
体験する。

中学年
教師の助言を受
けながら、話合い
活動のルールと
めあてに沿って話
し合う。

高学年
児童を中心に、話
合いにふさわしい
議題を選び、話合
いで解決する。

中学生
学級や学校の問題に
気づき、より有意義な
学校生活が送れるよ
うに提案するとともに、
生徒が主体となって
自治的な話合いを進
め、集団決定する。

H29.3.14



ステップ３．まとめをしっかり

■ 「これからの学び」を意識したまとめ
例

■ 自分の言葉による「ここでの学び」のまとめ

例

ステップ４．振り返りをみっちり

■ 「ここでの学び」と「これまでの学び」との比較
例

■ 「ここでの学び」による自己の変容の考察
例

■ 「ここでの学び」の生かし方の考察
例

■ 「ここでの学び」 の自己評価

■ 「ここでの学び」を生かした類似問題への取組

補充問題（教科書・ワーク） 小プリント・小テスト
達成感

中３年 数学
素因数分解の活用のしかたについて

自分の言葉で表現

中２年 国語
「ごんぎつね」を学んだ感想

比較
小４年 国語

「ごんぎつね」を学んだ感想

学習課題に対する予想

課題追究後の自分の考え

比較

小６年 算数
小数や分数、整数が混じった計算のしかた
について自分の言葉で表現

小５年 国語
より良いインタビューの仕方について学んだ
ことを、日常生活のどの場面で使いたいか
考える

中 理科
この時間で学んだ原理やしくみが、日常生
活のどの場面で使われているかを知る

A・B・Cで評価し、新しく学んだことや広がっ
たところ、深まったところを中心に書く

単元ごとの自己評価集に本時の学びを振り
返る

小１年 図工
色づくりを通して

つながり
中１年 美術
色相環

小４年 理科
とじこめた空気

つながり 中２年 理科
物質の成り立ち 原子・分子



国 語 科 （小学６年） 
１ 単元名 文章を比べて読み、作品の特徴や作者の思いをとらえよう    
       教材名「 やまなし 」（光村図書６年）  ＜資料＞イーハトーヴの夢 
２ 本時のねらい なぜ題名を「やまなし」にしたのか考えることを通して、宮沢賢治が「やまなし」

で伝えたかったことをとらえ、表現することができる。 

３ 展開 

 児 童 教 師 

め 

あ 

て 

を 

は 

っ 

き 

り 

１「五月」と「十二月」の場面を思い起こす。 

 

２「かわせみ」と「やまなし」が何を表して

いるか考える。 
 

３本時の課題をつかむ。「宮沢賢治は、なぜ題

名を「やまなし」にしたのだろうか。」 

 

〇既習事項の掲示物を使っ

て、「五月」と「十二月」

の谷川の様子、かにの様

子、出来事などの対比につ

いて思い起こさせる。 

〇「五月」と「十二月」の中

で、かにの兄弟にもたらし

たもの（与えたもの）で異

なるものは何かとらえさせ、かにの兄弟は「かわせみ」と「や

まなし」から何を感じ取ったのか考えさせる。 

○上記のことをふまえた上で、本時の課題をつかませる。 

課 

題 

を 

じ 

っ 

く 

り 

４宮沢賢治はなぜ題名を「やまなし」にした

のか考える。 
＜自分の考えをもつ＞ 

＜グループで考える＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜全体で交流する＞ 

 

 

 

 

 

 

〇「作者・宮沢賢治の生き方、考え方」から、「五月と十二月

の比較」から、「やまなし」からという三つの視点を与え、

考えさせる。 

・「やまなし」が象徴するものは何か思い起こさせる。 

・「かわせみ」と「やまなし」は対比の関係にあるのに、なぜ

「かわせみとやまなし」にしなかったのか、また、別の題名

「かわせみ」「かにの兄弟」

等となった場合の印象を

考えさせる。 

・「イーハトーヴの夢」を思

い出させ、宮沢賢治が理想

としているのはどのよう

な世界か考えさせる。 

〇「学びのつながりブック」

を参考にしながら、これま

でに学習した物語文に付けられ

た題名に対する作者の思いや考

えを思い起こさせる。 

〇自分の考えをワークシートに記

入した後に、グループになり交流

する。出た考えのポイントとなる

言葉をボードに書き表しておく。 

○ボードを掲示し、全体で交流する。 
ま 

と 

め 

５本時の学習をふまえて、「宮沢賢治が作品を

通して伝えたかったこと」を考え、リーフ

レットに書き表す。 

 

６このあとは、本単元で学習してきたこと

を生かして、リーフレットの「学習を終

えて感じたこと・考えたこと」の項目を

書き仕上げ、友達と交流することを知り、

学習の見通しをもつ。 

〇これまでに書き留めてきたリーフレット「作品から届くメッ

セージ」の続きを書かせる。 

〇「学びのつながりブック」の「言葉の宝箱」の言葉で、自分

の表現に生かせるものがあったら使用するよう促す。 

振 

り 

返 

り 

７本時の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「できたこと」「分かったこと」

「気付いたこと」「次の学習に

生かしたいこと」などを考えさ

せ、本時の学習を振り返る。 

「ここでの学び」の 

ねらいの明確化 

自分の言葉による「ここでの学び」のまとめ 

活用できる「これまでの学び」の準備 

「ここでの学び」の自己評価 



国 語 科 （中学１年）
１ 単元名

古典と出会う ～物語のはじまり 『竹取物語』 ～

２ 本時のねらい

かぐや姫の昇天の場面について、登場人物や作品についての意見を伝え合いながら、これまで読ん

できた『かぐや姫』と対比し、自分の考えを深める。

３ 展開

生 徒 教 師

○本時のめあてをつかむ。め
『かぐや姫』と『竹取物語』を、あ ｢

｣て 比べよう。
を

これまで読んだり、学習したりしてきた『かぐや姫』とは
『竹取物語』と対比して、このお話の内容、登場人物、っ
作者、表現の工夫、疑問について、解ったことや考えたき
こと、感じたことを発表しよう。り

※物語を対比する観点を再度整理する。
登場人物 時代背景 相手意識 場面毎の読み取り

＜自分の考えをもつ＞
↓

＜小グループで考える＞課
※既習事項のポイン題
トを示した掲示物を

じ
「 」っ ○絵本の かぐやひめ

と、教科書の「竹取物く
語」を対比し、場面毎り
にまとめることによっ
て作者の意図や感じ方
を理解しやすいように
する。

○話を合いを通して、
＜全体交流＞ 考えの相違点を確認し

互いの意見を尊重す
る。

○絵本と原文の対比をもと
にした交流を通して読み取
りを深め、物語の相違点や
そのおもしろさをより感じ
られるようにする。

作者の伝えたいことやま ○まとめ ○
対比を通して分かったことをまと 伝えたい相手によってと

める。 内容や書きぶりが変わる。め

○振り返り振
物語の読み取りに対して、り

絵本と原文の対比を通して返
相手意識の違いが分かった。り

「これまでの学び」を振り返る

活用できる「これまでの学び」の準備

「ここでの学び」と

「これまでの学び」

との比較



国 語 科 （中学２年）
１ 単元名

古典を味わう 『平家物語』 ～敦盛の最期～

２ 本時のねらい

自分の息子である小次郎と同じくらいの年齢である敦盛の首を一旦捕る熊谷次郎直実が、

、 。ことをためらったにもかかわらず なぜ首を捕ったのか、 考え お互いの考えを比較して深める

３ 展開

生 徒 教 師

司会進行が授業を進める。め
○本時のめあてをつかむ。あ
『平家物語』の『敦盛の最期』を２て
の場面を読み、熊谷次郎直実の気持を

平敦盛と熊谷次郎直実の台詞のやり取りを確認し、そのは ちを読み取る。
心情を読み取る。っ 美術部にお願いした一の谷のつい立

き
り

※物語を対比する観点を再度整理する。
登場人物 台詞の数と長さ お互いの立場の確認
時代背景 相手意識 場面毎の読み取り

れまで演じながら群読してきたことを想起させ、登場こ
人物の台詞の長さや内容、行動の理由をヒントに考えて課
いくことを告げる。題

自分の息子である小次を
郎と同じくらいの年齢じ
で、一旦首を捕ることっ
をためらった熊谷次郎く
直実の置かれた状況を確認する。 ○熊谷の台詞のり

口語訳を確認す
＜自分の考えをもつ＞ る。
・見方の軍が押し寄せてきたから仕

○話を合いを通
して、考えの相
違点を確認し互
いの意見を尊重
する。

○この意見を予
想した上で 「武、
士」とは、どの
ような人たちなのかをまとめさせ、熊谷の気持ちに対す
る考えを葛藤と誇り、悲しみと人間らしさなどの視点か
ら、自分のリーフレットにまとめさせる。

方がなかった。
・自分で、首を取ることが礼儀だか
ら。
・武士だから仕方がない。

○まとめ ○お互いが、リーフレットにまとめた内容（武士というま
立場、人間という立場の間で揺れていること）を読み比と 対比を通して分かったことをまとめ

る。 。め べる

○学習してきた登場人物の心情を振 ○最初の群読と最期の群読に、はっきりとした感情変化振
り返り、心情を踏まえた上で、全員 が表れるように意識させながら、全員で群読させる。り
で群読をし、平家物語の無常観を確返
認する。り
○古典の小説の面白さを味わえる。
現代の親の感覚となんら変わりがな
く、子を思う親の気持ちは普遍であ
ることを考える。

「ここでの学び」のねらいの明確化

活用できる「これまでの学び」の準備

「ここでの学び」と

「これまでの学び」

なぜ、父親の立場になってしまった熊谷なのに、首をはねたのか？

汝はたそ？

ものそのもので候はねども、

武蔵の国の住人熊谷次郎直実！！



（国語部会）教科部会名
はっきりとした「めあて 「学びのつながりブック」を使って、これまでの学習を想起させ、め」、
あてに迫るための手法を凝らした「課題（追究）をじっくり 、そこから得られた結果の「まと」

成 め 、そして、まとめられたことを今後のどうつなげていくかという「振り返り」という授業の」
流れが明確になった 「学びのつながりブック」は大変効果的で、思考する手がかりとして効果。

果 的であった。また、利用することで国語の学習に必要な重要語句（文法）も覚えられた。さらに
前時までの想起が時間短縮されることで、話し合い活動の時間も十分にとれ、広がりや深まりも
できた。
中学校は手作りの学びのつながり表を作っていたが、小学校の「学びのつながりブック」を持ち
上げ引き継いでいくこと（必要な確認事項はつながりブックに添付していく 、話し合い活動の）

課 中身を充実させるために、日ごろから情報収集をしていく。ある程度知識がなければ、話し合い
の深まりはないため、情報収集と、必要な情報の選択方法を学ばせたい。その手法として、新聞
の記事（興味深い記事を一つ）をノートに書き取らせて、意見や感想を端的にまとめていくとい
う作業を週一回家庭学習により続けさせたい。社会情報が増えるばかりでなく、自分自身の考え

題 をもつことができるため、小論文の対策にもなると考える。また、小学校低学年は自分の意見を
主張するが、相手意識がまだまだなので、話し合いのルールを２年生から少しずつ学ばせてレベ
ルアップを図り、中学校へとつなげていきたい。



算 数 科 （小学５年）
「比べ方を考えよう（１ 」 （東京書籍５年下）１ 単元名 ）

前時の面積、匹数が異なる場合の混み具合の比べ方をもとに、３つのうさぎ小屋２ 本時のねらい

の混み具合の比べ方を考え 「単位量あたりの大きさ」を調べると比べやすいこと、

に気づくことができる。

３ 展開

児 童 教 師

１ 本時の学習課題をつかむ。 ○前時で考えた問題と本時で考える問題を比較し、類似点と相違点を見め
｢Ａ、Ｃ、Ｄのうさぎ小屋のこんでいる順 つけることによっ て、今日の課題をつかませる。あ
番を調べよう｣て

（ ）を ２ ＡとＣ 直接比較ができない数値のもの

のうさぎ小屋の混み具合を比べる方法を振は
り返る。っ

き
○前時で学習した内容をまとめた模造紙をり めあて ３つのうさぎ小屋について、どの

使って、学んだことを 振り返らせる。方法を使うと混み具合が一度に調べやすい

①面積の公倍数 ②１㎡あたりのうさぎのか考えよう。

数 ③１ぴきあたりの面積 の３種類の比

べ方について思い起こさせる。

３ うさぎ小屋の混み具合の比べ方を考える。課
＜自分の考えをもつ＞題

○前時に学習した方法を使って、それぞれのを
うさぎ小屋の混み具合を調べさせる。じ
・自分の考えをノートに書かせる。どの方法っ
で調べたかも記入させる。く
・全体での交流に向け、数名の児童にホワイトボードに自分の考えた方り
法を書かせておく。

＜全体で交流する＞ ・早く解決できた児童には、ほかの方法にも取り組ませる。考えが進め

られない児童には、個別指導を行い、ヒントを与える。

○いろいろな比べ方を発表させる。

・ホワイトボードを掲示し、全体で交流する。

・友だちの考えに対して、付け足しなどを発表させる。

○計算を通して、単位量あたりの考えのよさに気づかせ 「単位量あた、

りの大きさ」という考えを知らせる。

４ 一度に３つの小屋の混み具合を比べる ・単位量あたりで比べた方が、混んでいる場合の数値が大きくなるので

には、混み具合の比べ方の中で、どの 分かりやすいことをおさえる。

方法が便利なのか考える。

５ 今日の学習で分かったことをまとめる。 ○混み具合を比べるときには、単位量あたりの大きさを用いてま
比べることをまとめさせる。と

○ヒントになる言葉を示して、まとめられるようにする。め

６ 練習問題を解く。 ○練習問題を一緒に解きながら、間違えやすいところを確認する。振
・つまずきがある場合は、一緒に今日の学習を振り返る。り
○学習感想を書かせる。返
○次時に「人口密度」についての学習をすることを伝える。り

「ここでの学び」のねらいの明確化

「これまでの学び」を活用した課題解決

自分の言葉による「ここでの学び」のまとめ

「ここでの学び」の活用



数 学 科 （中学２年）
１ 単元名

一次関数の利用
２ 本時のねらい

ある図形の辺上を動く点によってできる図形の面積の変化を変域に分けて考え、 次1
関数の式やグラフを利用して表現し、それぞれの良さを考える。

３ 展開

生 徒 教 師

○ ごとのめ 1cm
△ＡＰＤの図あ
を確認する。て

を
は
っ

※本時のめあてをつかむ。き
一次関数を利用してり ｢
面積の変化を調べよう」

<個々の活動>
※面積の変化の様子を、
各々でノートに課
表またはグラフで表す。 ※△ＡＰＤの面積の変化の様子を調べる題

○三角形の面積の変化の様子が大きく３つに場合わけを
できることを生徒の発言から導くじ

っ
く
り

<全体での活動>
○各々のノートをもとに、面積の変
化の様子を、一斉で確認する 。。

○全体で確認した後、本時のまとめま
をする。と

・動点問題では、 の変域で場合わめ
けをして考える。

・点ｐが 上にあるときは面積
は増加、 上にあるときは面
積は変化なし、 上にあるとき ※生徒から出て
は面積は減少する。 来た言葉をで

きる限り使っ
てまとめる。

○「まとめタイム」として自分の言振
葉で本時のまとめをノートに書り
く。返

り
※机間巡視しながら書いてあるまとめについて説明さ
せ、理解を深めさせる。

x

A B
BC

CD

「ここでの学び」のねらい

の明確化

「これまでの学び」を活用した問題解決

「ここでの学び」の自己評価

自分の言葉によ

る「ここでの学

び」のまとめ



数 学 科 （中学３年）
１ 単元名

2
関数 y ax＝

２ 本時のねらい

１次関数や反比例の表の値の変化とグラフの形をもとにして、関数 ＝ の値の変化y ax2

の様子を調べその特徴について考える。

３ 展開

生 徒 教 師

※既習の関数の表とグラめ ○本時のめあてをつかむ。

表とグラフをかき、 フを書かせて色分けするあ ｢既習の関数の

値の増減とグラフの右上がり右下が ことで、直線でも曲線でて

りの関係を復習する。 もグラフの増加・減少とを ｣

右上がり右下がりが関連は

することを押さえるっ

き

り

＜自分の考えをもつ＞

○ ＝ のグラフから増加する部y x2

分と減少する部分を見分ける。

○表を作り、グラフで予想した増加課

する範囲と減少する範囲を値で確 ○グラフを青色と赤題

認する。 色に塗らせることでを

一色で塗れないことじ ＜全体交流＞

○比例や反比例、１次関数は１つの や途中で色を変えなっ

グラフの中に増加または減少しか ければならないことく

なかった。 で増加・減少１つのり

○ ＝ は、減少するところと増 関数の中に存在するy x2

加するところがある。 ことに気づかせる。

○他の ＝ でも増加と減少があ ○ ＝ を提示し、同様に考えさせていく。y x y xa -2 2

るのかな。

○机間巡

視し、ポ

イントとま

なる用語と

や内容をめ

助 言 す

る。

○ ＝ や ＝ のグラフを見振 y x y x2 -32 2

て、増加する範囲や減少する範囲り

を求める。返

り

活用できる「これまでの学び」

「ここでの学び」を自分

の言葉でまとめ定着！

「これまでの学び」

を振り返る



 社 会 科 （小学５年） 

１ 単元名  

わたしたちの生活と工業生産   小単元「自動車をつくる工業」 

２ 本時のねらい 

今後、どのような自動車づくりが進められようとしているのかを考え、まとめることができる。 

３ 展開 

 児 童 教 師 

め 

あ 

て 

を 

は 

っ 

き 

り 

１ これまでの学習をふり返り、本時の 

めあてをつかむ。 
 

 

 
 
「最新の自動車には、どのようなものがありましたか。」 
○前時までの学習内容を想起することができるように、

教室側面に「自動車ができるまで」の掲示コーナーを
用意する。この掲示物を活用して、自動車生産には実
際の生産ラインで働いている人々以外にも、研究開発
現場で働いている人々がいることをとらえられるよう
にする。 

○次時に「これからの自動車をまとめる活動」があるこ
とを伝え、めあてにつなげていく。 

課 

題 

を 

じ 

っ 

く 

り 

２ これからの自動車づくりで大切なこ
とを、資料をもとに考え、グループで
意見交流をする。 

〈自分の考えをもつ〉〈グループで考える〉 

 

 

 

 

 

 
【学びのつながりファイル】 

 

 

 

 

 

 

 

 
「もし自分が自動車づくりをするとしたら、何を一番大

切にしますか。またその理由について、資料を使って
説明してみましょう。」 

○グラフや資料の読み取り方のポイントを確認する。 
○クイズ形式で資料を読み取らせることで、資料をもと

にわかる事実について興味をもたせる。 
○まず個人で考えさせ、自分の意見をもった上で、グル

ープ内で発表させる。 
○自分の考えをまとめたり、発表したりできるように、

ワークシート（学びのつながりファイル）を活用させ
たり、話型を提示したりする。 

【話型】 

 

 

 

ま 

と 

め 

３ 学級全体で意見交流をする。 
〈学級全体で交流する〉 
 
 
 
 
 

 

 

「これからの自動車づくりで大切なことは何ですか。」 

◯各グループで話し合った内容を関連付けし、共通点や

相違点を見つけながら、意見を共有する。 

○キーワードを使い、めあてに対してのまとめをノート
に記述し、発表させる。 

振 

り 

返 

り 

４ 本時の学習をふり返る。 

 
 

                    【提案書】 

 

○板書や学びのつながりファイルを見な

がら、授業をふり返らせる。また、次

時は、１０年先の自動車生産について

「提案書」にまとめていくこと伝える。 

「ここでの学び」のねらいの明確化 

活用できる「これまでの学び」の準備 

「ここでの学び」の自己評価 

自分の言葉による「ここでの学び」のまとめ 

これからの自動車づくりでは～が大切だと思います。（意見） 
なぜかというと、～の資料から～。（事実） 



社 会 科 （中学２年）
１ 単元名

明治維新

２ 本時のねらい

資料をもとに明治維新の諸改革が日本社会や人々の生活にもたらした影響を考え、広い視野から

明治維新の諸改革を捉えることができる。

３ 展開

生 徒 教 師

○本時のめあてをつかむ。め
「明治維新の諸改革は、日本の社会あ
や人々の生活にどのような影響をて
与えたのか 」を 。

は
○ＩＣＴを活用し、明治維新の諸改革を想起させる。っ
・廃藩置県 ・四民平等 ・地租改正き
・学制 ・徴兵令り
※本時は改革が人々の生活にどのような影響を与えた
のかを考え、より広い視野から明治維新を捉えてい
くことを伝える。

〈①めあてに対する予想を考える〉
（例） ①予想させることで、本時の学習への意欲を高める。「四民平等」→この改革により、

今まで差別されてきた人々の立
②教科書、資料集、補助資料を活用させながら、課題を場が向上し、日本の社会は平等
追究させる。な世の中になった。

〈②自分の考えをもつ〉課
・資料をもとに、明治維新の諸改革 ③まとめの型を提示し、意見交流の結果をまとめやすく題
によって、人々の生活がどのよう なるように支援する。を
に変化したのかを調べる。 〈まとめの型〉じ

〈③小グループで意見交流する〉 ～（の改革）により、日本（社会）は （江戸っ 、
時代と比べ ）～になった。一方で （人々の生く 、 、
活は）～になった。り

④ホワイトボードを使いながら説明させ、聞いている
側が理解しやすいように配慮する。

〈④班で話し合った内容を全体でま
とめる 〉。

○本時のまとめする。ま
〈明治維新の諸改革を評価する〉と

「四民平等」 Ｂめ （例）
○本時の学びをもとに明治維新の諸改革について評価さ解放令によって江戸時代まであった不
せる。平等な身分がなくなったのは、日本が近

※評価はＡＢＣで評価させ、その理由を自分の言葉でし代化するうえで重要な第一歩であった。
っかりと書かせる。理由の記述内容から、明治維新のしかし、実際には完全に差別がなくなるこ
諸改革を広い視野から捉えているかを評価する。とはなく、苦しんでいた人がいたから。

○振り返りをする。振
・学習の自己評価と感想を記入すり
る。返

（感想例） ※自己評価ではこれまでの学び（小学校）と 本時の学り
びの理解度を比較する項目を設け、学びの深まりがあ・人々の立場にたって考えたことで、明治
ったかを自己評価させる。維新の諸改革を小学校の時よりもさら

に深く理解することができた。

「ここでの学び」のねらいの明確化

「ここでの学び」の自己評価

自分の言葉による「ここでの学び」のまとめ



社 会 科 （中学３年）
１ 単元名

決まりを作る目的と方法
２ 本時のねらい

必要に応じて決まりを見直すことの重要性に気づき、決まりを評価する五つの視点に基
づいて多面的・多角的に考察することができる。

３ 展開

生 徒 教 師

○本時のめあてをつかむ。め
「現在のマンションの駐輪場問題｣かあ
らみんなが納得する改正案を作ってて

※これまで公民の授業で公正と効率の観点を振り返る。を みよう。

対立 合意 公正 効率は
っ

※採決の仕方を振り返る。き
全会一致 多数決 少数意見の尊重 個人り

＜自分の考えをもつ＞
毎日使う場合。
台分が無駄なく使え、同様の理課 20

由の世帯数が多い場合。 ○公正（新しい決まりがマンションの住民の誰にとって題
効率（ 台の駐輪場が無駄なく使を も公平であるか）と 20

えているか）を考え、発表する。(自己決定)じ ＜小グループで考える＞
○班内で意見交流を実施、考えの違いを尊重する。っ
（自己肯定感・共感的理解）く
○公正と効率の視点から考えを整理する。り

○五つの評価から自分達の班の改定案を見直す。
【五つの評価】
①目的を実現するための適切な手段になっているか？

②だれにとっても同じ内容を意味するものになっているか？

③決まりを作る過程にみんなが参加しているか？

④立場をかえても受け入れられるものになっているか？＜全体交流＞
⑤みんなのお金や物、土地、労力などが無駄なく使われているか？

○五つの評価をもとに改定案を考えさせる。ま
と
め

振
り
返
り

○授業の振り返り

（生徒の振り返り例）
物事を話し合うときは、公正と効率を考えるだけでなく、話し合いの仕方（多数決のとき
は少数意見を尊重し、全会一致のときは代表を選出始話し合う）なども考えないと合意に
もっていきづらいと思った。
誰にとっても納得ができる案を考えるのは難しかった。でも、その案がだれにとっても公
正になっているか、無駄なく使えているかと考える視点を持つことが大切だと分かった。

「これまでの学び」を振り返る

発達段階に応じた話し合い

「ここまでの学び」の生かし方の考察



理 科 （小学５年）
「ものの温度と体積」１ 単 元 名

ペットボトルを湯に入れたときの３つの実験から、空気の体積の変化を温度と関２ 本時のねらい

係づけて予想をもち、表現することができる。

３ 展 開

児 童 教 師

○本時のめあてをつかむ。め
ペットボトルをあたたあ

めると、栓が飛んだり、ペットボト 前時でおこなった導入の実験て
ルが膨らんだり、石けん膜が膨らん 結果を確認を
だりするのはどうしてだろう。 「とじこめた空気と水」の学は

びを想起させ、目には見えなっ
いが容器の中には空気が存在き
することに着目させる。り

＜自分で考える＞
温めたペットボトルの中の空気の

ようすについて自分の考えをワーク
シートに記入する。 ◯「とじこめた空

「 と じ こ 気」で学習した空問
めた空気」 気のようすについ

で 学 習 し て児童の考えをパ題
た 空 気 の ネルにして提示。

よ う す をを
○班の中でワーク参 考 に し

シートを使い意見じ て考える。
交換を行う。＜班で交流＞

○それぞれの意見っ 各自の考えを班の中で発表、共有
について、同じ意し良い考えを見つける

見であっても発表く
させる。

り

＜全体交流＞
共有各班の考えをクラス全体で

し、よさを見つける。
空気は温度によって体積が変わるよう

だ。あたためると増えるが冷やすとどの
ように変わるのだろうか 。ま
次回、空気の温度がかわると，空気の

体積はどのようにかわるか実験で調べと
る。

め

空気はあたためると体積
はふえるようだ。

「これまでの学び」を振り返る

活用できる「これまでの学び」の準備

「これからの学び」を意識したまとめ



理 科 （中学１年）
１ 単元名

年）物質のすがた （１
２ 本時のねらい

角砂糖が水に溶けるようすをモデルで表す実習をもとに，物質の溶解の現象について
自らの考えを導いたりまとめたりして表現できる。

３ 展開

生 徒 教 師

○本時のめあてをつかむめ
前時の実験を振り返り，本時のめあ
あてをつかむ。て

※前時の実験を振り返り，課題につなげさせる。を
※状態変化で粒子のモデルを使って表したことを思い出は
させる。っ

き
り

○溶解のようすを観察する
コーヒーシュガーを双眼実体顕微
鏡で観察し，その後，水の入った
ビーカーに入れ，溶解の現象を観
察する。

課
○個人で考える題
溶解のモデルを，溶ける前の模型を
をヒントに考える。じ

っ
○状態変化で学習した，粒く ○班でまとめる

班の中でそれぞれのモデルの説明 子モデルを用いて，物質り
を聞き，班としての代表モデルを の溶解の現象について詳
ホワイトボードにまとめる。 しく表現できるように導

く。
※溶ける前の模型を見せ，○全体でグルーピングをする

黒板の前に集合させ，似たもの同 モデルをかきやすくさせ
士をグループ分けする。 る。

○まとめ ○グルーピング
・粒子の大きさや 数は変化しない をしたものを，ま ， 。
・色の変化より，粒子は全体に拡散 溶解の現象にと
している。 あてはめ，現め

象を説明できを
るモデルを選し
び出す。っ

か
り

○新しく学んだこと，深まったこと ○感想を書かせ，本時の学習を振り返らせる。
を中心に感想を書く ・数人指名し，感想を発表させる。振

り
返
り

「これまでの学び」の振り返り

「ここでの学び」の振り返り

めあて 水溶液を，粒子を使ったモデルで表すとどのようになるのだろうか。

「これまでの学び」を活用した問題解決

自分の言葉による「ここでの学び」のまとめ



理 科 （中学２年）
１ 単元名

２年）行動のしくみ（
２ 本時のねらい

意識して運動するときは、筋肉・けん・骨格・関節などの運動器官が一体となってはたらいて

いることについて考察し、自らの考えを表現できる。

３ 展開

生 徒 教 師

○本時のめあてをつかむ。め
フクロウが羽ばたくときの写真をあ ｢

｣て 見て、本時のめあてをつかむ。
※小学校で学習した「筋肉が縮んで骨を引っ張る」のよを
うに、筋肉と骨のつながりを書けるまで、自分の腕では
確かめさせる。っ

き
り

＜自分の考えをもつ＞ ※小学校４年で学習した腕の骨格模型を見せながら、腕
羽ばたくときの運動器官のはたらき を曲げ伸ばしする運動について想起させ、詳しく表現
を予想し、発表する できるように導く。
＜小グループで考える＞
腕の骨格模
型 を 使 っ課
て、運動器 ※腕の模型からそれを中学校で発展的に補うために ニ題 、「
官のつなが ワトリの手羽先」を用いて、筋肉・骨格・関節・けんを
りを具体的 を生体に近い形で学習する。小学校での理解を確かなじ
に 説 明 す ものにし、運動器官の巧妙なはたらきについて考察をっ
る。 深められるようにする。く

り

＜全体交流＞
実験した結果から骨格と筋肉のしく
みについて話し合ったことを、クラ

、 。ス全体で発表し合い 考えを深める

○まとめ
、 、・翼を広げるために 筋肉が縮んで

けんが別の骨を引っ張る。ま
・翼を閉じるときは、別の筋肉が縮と
んで下方向に骨を動かす。 ○翼を広げる動き、閉じる動き、運動器官のはたらきのめ

・運動器官は、一体となって運動を ３つに分けて、シートにまとめながら、協働して思考
している。 力･判断力を高められるようにする。

○４択クイズを答え、本時にまとめ ○めあてに関連した振り返振
たことを確かなものにする。 りをコンピュータで出題り

し、一斉に解答する。何返
度も繰り返し、学習内容り
をしっかりと覚える。まを
た、宿題プリントでも同み
様の問題を出題し、再度っ
繰り返して学習内容を定ち
着させる。り

「これまでの学び」の振り返り

「これまでの学び」を活用した問題解決

自分の言葉による「ここでの学び」のまとめ

羽ばたくとき、運動器官はどのようにはたらいているか。めあて

「ここでの学び」を生か

した類似問題への取組



英 語 科 （中学１年）
１ 題材名

Lesson5 Our New Friend
２ 本時のねらい

？クイズや人当てクイズ作成での活動を通して、楽しみながら疑問詞 を使Who am I who
っ た会話のやりとりができる。

３ 展開

生 徒 教 師

○本時のめあてをつかむ。め
｢車に寄りかかっている人の写真を見あ
て、物と人を尋ねるときの違いに気て

What is this? It's~.を 付く。｣ ○小学校では、物を尋ねる時には
を使っていたことを思い出させる。 を導入するは who
際には、写真の中の人を指しながら と質っ Who is ~ ?
問し、 と の用法の違いに気付かせる。き what who

り

＜交流＞
ペアになって クラスの人を指さし ○クラスの人の名前を聞いたり答えたりする活動をし、 、
「 」と尋ね、 て、実際のコミュニケーション場面で を使う練習課 Who is he? Who is she? who
「 ( ) 」と答える。１０人 をする。題 He She is~.
分聞き合ったら座る。を

じ
っ
く
り

＜自分の考えをもつ＞ （課題）１学期から学んできた 動詞や一般動詞を用be
○ ？クイズの作成をす いてヒントとなる文を３つ考える。Who am I

クイズにしたい対象を決め、そのためにどのようなヒる。 ○
ントを作れば良いか考えさせる。(自己決定)Hint1 I am a woman.
○その後、ペアやグループでクイズを出し合い、他の人Hint2 I am an OJHS teacher.

。（ 、 ）Hint3 I teach art. の考えの良さに触れさせる 自己存在感 共感的理解
Who is she?

○クイズをお互いに出し合う。 ○クイズのヒントを言った後には必ず と言わWho is~?
せるよう指導する。ま

○本時のまとめを声に出して読む。 ○板書された本時のポイントをクラスで確認し合いながと
ら共有し、一緒に音読する。め

Who振 ○教師による人当てクイズや
？クイズ作成に積極的に参加り am I

できたか ・ ・ で自己評価をす返 A B C
る。 「～は誰？」と知らない人を尋ねたいときには をり who

使えば聞けることを改めて振り返させる。

「これまでの学び」をもとにした問いの設定

「これまでの学び」を活用した問題解決

「ここでの学び」の自己評価



英 語 科 （中学２年） 
１ 題材名 Program 5 Gulliver’s Travels 

２ 本時のねらい 

「夢の町」にあったらよいものとその理由を，本単元で学習した基本文を用いて伝え合う活動

を通して，基本文を活用する力を身に付けることができる。 

３ 展開 

 生 徒 教 師 

め 

あ 

て 

を 

は 

っ 

き 

り 

○本時のめあてをつかむ。 

「夢の町」にあったらよいものとその

理由を，基本文を用いたまとまりのあ

る文で伝え合おう。 

 

 

 

※学習した基本文を振り返らせ，それらを用いて「夢

の町」にあったらよいものとその理由を伝えられる

ことを知らせる。 

 ・There is / are ～ . ＝ 「～がある」 
 ・When ･･･, ～ . ＝ 「･･･するとき，～。」 
 ・If ･･･, ～ . ＝ 「･･･ならば，～。」 
※まとまりのある文を書くときの基本の形（はじめ・

中・おわり）を思い出させ，相手に分かりやすく伝

えることを意識させる。 

課 

題 

を 

じ 

っ 

く 

り 

個人 

自分の考えを文にする。 

 

 

 

ペア 

ペアで協力してまとまりのある文にす

る。 

 

 

グループ 

考えを伝え合い，グループとしての考

えをまとめる。 

 

 

 

 

※各パートで，基本文を使い， 

伝えたいことを書きためておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※書きためてきたものをまとまりのある文にする。 

 (自己決定) 

ま 

と 

め 

クラス 

各グループの 

考えをクラスで共有し，比較してその

よさを見つける。 

 

              

 

 

＊各グループの考えの 

共通点や相違点を考 

えながら交流させる。 

振 

り 

返 

り 

○本時の学習を振り返る。 

・基本文を使って考えを伝え合えた。 

・「夢の町」に自分と同じものがあった

らよいと考えた人がいた。 

・みんないろいろな「夢の町」を考え

ていて，自分と違う考えも知ること

ができてよかった。 

 

 

 

 

 

※基本文の便利さに気づかせる。 

※互いの考えを伝え合える喜びを感じさせ，次の活動

への意欲を高めさせる。 

 

 

 

 

 

 

「ここでの学び」のねらいの明確化 

活用できる「これまでの学び」の準備 

「ここでの学び」の自己評価 

自分の言葉による 

「ここでの学び」のまとめ 



英 語 科 （中学２年） 
１ 題材名 

テレサ先生に３年生で学んだ文法を使った自己紹介をしよう。 

２ 本時のねらい 

  call + 人 + 名前や make  + 人 + 形容詞の意味や用法を用いて、生徒同士が助言し合いながら会話

練習をすることで、make や call を使って自己紹介を行うことができる。 

３ 展開 

 生 徒 教 師 

め
あ
て
を
は
っ
き
り 

○本時のめあてをつかむ。 

｢call や make を使って自己紹介をしよう｣ 

 

 

 

 

※これまでの授業で学習した内容を振り返えらせる。 

   call＋人＋名前 

※小学校から今まで行ってきた自己紹介を振り返えら

せる。 

 どんな内容で どんな文法を使って 

課
題
を
じ
っ
く
り 

＜自分の考えをもつ＞ 

○パターンプラクティスを行い、基本文

を理解する。 

○call や make を使って自己紹介の文を５

文程度考える。 

＜グループで発表する＞ 

○互いの発表を聞き合う。 

 

 

 

 

○ 今まで学習した文法を使いつつ、call や make を使

った自己紹介を考えるようにする。(自己決定) 

 

○グループの発表を聞き、互いのよかったところや助言

を伝え合わせる。（自己肯定感・共感的理解） 

ま
と
め
を
し
っ
か
り 

○代表の生徒に発表して全体で共有を

する。 

 

○発表した生徒には、自信を持つことができるように、

よかったところを褒める。 

○代表の生徒が達成感をもつことができるように、ALT

からも感想を伝える。 

振
り
返
り
を
み
っ
ち
り 

○今まで行ってきた自己紹介と、今回 

 の自己紹介を比べるために自己評価

を行う。 

 
 
 
 
○小学校から行った自己紹介と、今回行った自己紹介   

 を比較して、使える表現が増えた事を実感させる。 

「これまでの学び」を振り返る 

「これまでの学び」を活用した問題解決 

「ここでの学び」による自己の変容 



図 画 工 作 科 （小学１年）
１ 題材名

せんせいあのね

２ 本時のねらい

、 。絵の具同士の混色ができることを知り 絵の具のよさやたのしさを感じとることができる
３ 展開

生 徒 教 師

○本時のめあてをつかむ。め

｢えのぐとえのぐをまぜるとどうなるあ

かじっけんでたしかめよう｣てを

※前回の実験結果を思い出すはっ

絵の具は水をふやすと明るくなるきり

クレヨンをはじく

＜自分の好きな色を２色選ぶ＞課
(自己決定)題

＜小グループ＞を
ひとりづつ実験(ペットボトルのじ

中に絵の具を入れ混ぜる）を行い、 ○色カードで色の並っ
色の変化を見合う びを共有する。く

り
○話形｢○と○を混ぜ
たらこの色になりま
した｣

○友達の色の変化を
（自己肯定認め合う。

感・共感的理解）

＜全体交流＞

ま
と
め

○まとめ ○似た色をならべるを
えのぐとえのぐがであうと と円になる。近い色し
ちがういろになる はきれい。はなれたっ

色はにごる。か
り

○できた色水を教室に ○つくった色が何に使えるか考振
おき、並べ替えて楽し えたり、色と色の組み合わせ試しり
む。 たりする。返

○光に透かすと美しいことを味わり
う。を

み
っ
ち
り

「これまでの学び」を振り返る

活用できる「これまでの学び」の準備

「これからの学び」を意識したまとめ

「ここでの学び」

の生かし方



美 術 科 （中学１年）
１ 題材名

私が見付けた物語

２ 本時のねらい

作品の表現から物語を想像する場面において、読みの鍵と造形要素一覧を利用して根拠
を考えることにより、作者の意図と表現の工夫を結び付けて感じ取ることができる。

３ 展開

生 徒 教 師

○本時のめあてをつかむ。め
｢絵の表現から物語を想像する｣あ

て
※これまで国語の授業で物語を読み解く観点を想起を
主人公 言動 背景 情景描写は
造形要素一覧を見ながらこれまでの鑑賞の視点を想起っ ※
色、形、表情、ポーズ、視線、持ち物、表現方法き

り

＜自分の考えをもつ＞

＜小グループで考える＞
課
題
を
じ
っ
く
り

＜全体交流＞

「物語」何が起きているのか○
「根拠」どこからそう思ったのか(自己決定)

○考えの違いを尊重する（自己肯定感・共感的理解）
○表現と物語のつながりを楽しむ。
聞きながら感じたこと思い付いたことを交流する

○まとめ ○色彩・しぐさ等・構図の視点から考えを整理する。ま
物語）意図＝表現の工夫と （

め

○作者の思いと表現の結びつきをま振
とめるり

返
り

「これまでの学び」を振り返る

活用できる「これまでの学び」の準備

「ここでの学び」による自己の変容



保 健 体 育 科 （中学２年） 
１ 題材名 
  「犯罪被害の防止」 
２ 本時のねらい 
 犯罪被害による傷害を防止するために、人的要因や環境要因に関わる危険を学習したことを活
用して考え、予測し、それぞれの要因に対し適切な対策が取れるようにする。 

３ 展開 

 生徒 教師 

め
あ
て
を
は
っ
き
り 

○本時のめあてをつかむ。 

「既習学習をもとに、適切な 

対策を考える。」 

 

 

 

 

 
※本時で必要な既習学習を確認する時間を設
ける。 
・人的要因、環境要因 
※前時の学習活動を想起させる。 

課
題
を
じ
っ
く
り 

【自分の考えを持つ】 

 

【小グループで考える】 

 
【全体交流】 

 

 

 

 

○時間を設定し、次の話し合い活動を充実させ

るため、個人の考える時間を確保する。（自己決

定） 

 

○小グループで話し合う中で、違う意見を加筆

させ、考えの違いを尊重する。（自己肯定感・共

感的理解） 

 

○他の班で出た意見を聞きながら、新たな考え

に気づいたり、さらに考えた事を交流したりす

る。 

ま
と
め 

○まとめ 

教科書を参考に板書を写す。 

○要因ごとに適切な対応を具体的に示し、身

近で、すぐにできることに気づかせる。 

振
り
返
り 

○本時の振り返りを感想としてまとめ

る。 

 

○授業感想をまとめさせ、発表させる。 

「これまでの学び」を振り返る 

発達段階の応じた話し合い活動 



家 庭 科 （中学２年）
１ 題材名

賢く食品選択をしよう

２ 本時のねらい

加工食品を選ぶときに、食品表示を見て、様々な場面の用途に応じて選択をすることができる。

３ 展開

生 徒 教 師

○本時のめあてをつかむ。め
シチューのルーを選ぶときに、どあ ｢

んなことに注意したら良いのだろうて
か ※食品を選択するときの基準は何か、これまでの学習をを ｣

、「 」「 」「 」「 」（ 、は 振り返り 鮮度 価格 品質 見た目 大きさ
形、色）等を想起させる。っ

き
り

＜自分の考えをもつ＞ ※小学校で加工食品を選ぶときには、期限、原材料等の
表示を見ることを学んだことを振り返る。

課
題
を
じ

＜小グループで考える＞っ
く
り

〈小学校の教科書を見る生徒 〈教科書の拡大を提示〉〉

○それぞれのルーを選んだときの利点と欠点を考え、記＜全体交流＞
入させる（自己決定 。）

○グループで話し合い、グループごとに発表させ、他の
。（ ）人の考え方に触れさせる 自己肯定感・共感的理解

○家族の誕生日に作る、小さい子やお年寄りがいたら、
災害時に作るとしたらという視点から考えを整理す
る。ま

○まとめと
、め 用途に応じて食品を選ぶこと

選ぶ時に食品表示からの情報を
参考にすることをまとめる。

○生活に生かせることを記述さ振
せる。り

返
り

「これまでの学び」を振り返る

活用できる「これまでの学び」の準備

「これからの学び」を意識したまとめ

「これまでの学び」を活用した問題解決

「ここでの学び」による自己の変革



技 術 科 （中学２年） 
１ 題材名 

電気照明について考えよう 

２ 本時のねらい 

はんだづけの練習をし、技能を相互評価する活動を通して、正しく安全にはんだづけするポイン

トを理解する。 
３ 展開 

 生 徒 教 師 

め
あ
て
を
は
っ
き
り 

○本時のめあてをつかむ。 

「はんだづけのポイントを確認し合お

う」 

 

 

 

 

※小学校の授業で使用した接合する方法と道具を提

示し、はんだづけは電気が流せることに触れる。 

 

課
題
を
じ
っ
く
り 

＜ポイントを観察する＞ 

 

 

 

 

 

＜技能の相互評価＞ 

 

○着目する視点を与えてはんだづけのポイントを観

察させる。 

○良い例、悪い例を示し目標を意識させる。 

○ペアで考えたポイントではんだづけがうまくいっ

たかを考えさせる。 

○作業が困難な場合は支えるなど協力させる。 

○失敗した時の理由と改善点を考えさせる。 

 

 

 

 

 

ま
と
め
を
し
っ
か
り 

○生徒の言葉でポイントをま 

とめる。 

 

振
り
返
り
を
み
っ
ち
り 

 

 

 

○振り返りとしてもう一度は 

んだづけをして実技を振り返 

る。 

 

「これまでの学び」を振り返る 

自分の言葉による「ここまでの学び」のまとめ 



道 徳 （中学３年）
１ 主題名

きまりを守る〔遵法精神、公徳心〕
２ 本時のねらい

主人公（元さん）の判断と行動を通して、道徳的な葛藤について考えることで、法や規
則の意義を理解し、秩序と規律ある社会を実現しようとする態度を育てる。

３ 展開

生 徒 教 師

○本時のめあてをつかむ。め
「なぜ、きまりを守らなければいけあ
ないのか？元さんの心情から考えよて

※これまで道徳の授業での学び振り返る。を う」

〔遵法精神、公徳心〕は
についての１、２年の教材を見せる。っ
公民や学活などについても触れる。き

り

＜自分の考えをもつ＞
元さん（主人公）の行動に賛成？反
対？課

○元さん（主人公）の行動に賛成・反対の自分の考えを題
(自己決定)を ＜小グループで考える＞ 持つ。

○ネームプレートを貼じ
る。っ
（自己肯定感）く

り

○班内で意見交流を実施、考えの違いを尊重する
（自己肯定感・共感的理解）

＜全体交流＞

○班でまとめた意見の発表ま
と
め

○授業の振り返り振
感想の記入り

返
り

「これまでの学び」を振り返る

発達段階に応じた話し合い活動

「ここでの学び」による自己の変容

きまりやルールは自分や周りの人たちを守るためにある。また、自分の役割

を果たし、きまりを守ることで社会は成り立っている。



（中学３年）学 級 活 動
「校内陸上記録会を成功させよう」１ 題材名

２ 本時のねらい

第２回の第３回のアンケートの集計結果の比較から、これまでの学級の成長（よさや問題点）

、 、 、を確かめるとともに 問題を解消するための具体策を考え さまざまな意見に対して議論を行い

協働的に問題解決することができる。

３ 展開

生 徒 教 師

・担任の話を

聞く。め

・本時の議題 ※最初に、生徒自治の観点から、自分たちで決めあ

を知る。 たルールを自分たちで守り、クラスをよくしていて

くことのることの重要性を話す。

＜自分の考えを持つ＞

○レーダーチャートを使い、第２回と第

３回の結果を比較しながら、気付いた

ことをワークシートに記入する。課

＜グループで考える＞題

班に割り当てられた項目について分を ◯

析し、学級全体に報告する。じ

＜クラスで考える＞っ

○班からの報告を聞いて 「陸上記録会く 、

当日の行動目標」り

というテーマで、

クラスとして取り

組む項目を決める。

全体で決まった項目について、具体 ○自分たちでクラス○

的な取組プランを班で考え発表する。 をよくしていくといま

○各班から提案されたプランの中から、 う意識を持たせるたと

実際に取り組むものを全体で決める。 めに、取り組む項目め

については、全体の

場で決めさせる。

○担任の話を

聞く。

○個人で今日振

の活動の振りり

返りを行う。返

り

み

っ

ち

り

「これまでの活動」を振り返り

発
達
段
階
に
応
じ
た

話
し
合
い
活
動

「ここでの学び」の自己評価



自 立 活 動 ア イ デ ィ ア
１ 題材名

こんなときどうする？

２ 本時のねらい

普段の生活で本生徒が「困った 「まちがえた 「どうしよう」と思うであろうことを想」 」
定し、ロールプレイ後にあまり話す機会の少ない先生と会話をすることで、固まらずに話

しをすることができる。
３ 展開

生 徒 教 師

○本時のめあてをつかむ。め
｢どんな先生との会話でも、固まらずあ
に話しができる｣て

※これまでに習った、相手に応じた話し方を想起を
相手の立場 敬語 表情 身振りは

っ
き
り

＜場面ごとにロールプレイを行う＞
これまでの言動をもとに、これから
の言動を考える。課

○場面絵で今まで自分が困難だと思ったことを振り返る題
○ありがとう ○ 、敬語についてのを 場や状況に応じた話し方、言葉遣い

これまで ありがとうございます… 確認（知識）じ
これから ○○してくれてありがとっ

うございます。く
り

＜あまり話さない男の先生＞
○ごめんなさい
これまで …（どうしよう）
これから ○○してごめんなさい。

次からは○○にします。

○質問 緊張して黙ってしまうであろう場面を、落ち着いた状態
これまで え…？ よくわからない で集中して出来事について考えられるようにする。（ ）
これから もう一度ゆっくりお願い

します。

○まとめ ○一言加えて、ありがとうとごめんなさいが言える。ま
黙るのではなく、自分の気持ちを言と
葉にしよう。わからないことを言葉め
にする

○実際にあまり関わりのない先生と ロールプレイでの練習を活かし、実践して、普段の生活振
会話をする。 に活かせるようにする。り

返
り

「これまでの学び」を振り返る

活用できる「これまでの学び」の準備

「ここでの学び」による自己の変容



活用できる「これまでの学び」の準備

自 立 活 動 ア イ デ ィ ア

１ 題材名

明瞭な発音で話そう
２ 本時のねらい

レコーダーに自分の話した言葉を録音し、正しい音であるかどうかを聞き分けながIC
ら自分の発音を修正していく活動を通して 「明瞭な発音で話す力」を伸ばす。、

３ 展開

生 徒 教 師

○本時のめあてをつかむ。め
「５枚の四字熟語カルタをつかえずあ
に読むことができる」て
正しい音であるかどうかを聞き分 ○「明瞭な発音」とは、どんな発音であるか確認させるを （

けながら 「明瞭な発音で話す力」 ○「明瞭な発音で話すこと」が「これからの学習や生活は 、
を伸ばす ） にどう生きていくかの意義を考えさせる。っ 。

き
り

課
※これまでの学びを題
まとめたカードを
○前時までの記録をじ

、っ 上回ることを目標に
。く 呼気の練習をさせる

り
「 」 「 」○ ハナ と アナ

＜呼気の練習＞ のようにハ音とア音
・腹式呼吸で、強くて長い呼気を出 を入れ替えるとでき
す練習をする。 る２つの言葉を言い
＜ハ音の練習＞ 分けたり聞き分けた
・ハ音とア音の聞き分け練習をする りさせる。
＜四字熟語カルタの音読＞
・ レコーダーに言葉を録音し、 ○腹式呼吸ができてIC
自分の発音を修正していく。 いるかどうかを確認

しながら練習させる

○明瞭な発音で話すためのポイント ○本時の活動を思い起こさせ、どんなポイントがあったま
をまとめる。 かを自分の言葉で言わせる。と

め

○本児の活動を振り返り、振
「 」 、 。り 「どんな進歩が見られたか」 ○ 記録カード を見て 本時の活動を振り返らせる

また 「５枚の四字熟語カルタをつ ○「 できるようになったこと』を助手さんに伝える」返 、 『
かえずに読めるようになったか」を という設定で、明瞭な発音に注意しながら話させる。り
確かめる。

「ここでの学び」のねらいを明確化する

「ここでの学び」による自己の変容


